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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第63期
第１四半期
連結累計期間

第64期
第１四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 6,938,008 7,232,940 28,130,123

経常利益又は経常損失(△) (千円) 2,465 △77,332 △22,293

当期純利益又は四半期純損失
(△)

(千円) △3,884 △108,035 4,470

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △21,396 △64,929 156,486

純資産額 (千円) 2,149,489 2,262,346 2,327,275

総資産額 (千円) 12,125,196 12,513,151 11,593,173

１株当たり当期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) △0.38 △10.52 0.44

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 17.7 18.1 20.1

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新政権による金融政策や経済政策への期待感から

円安・株高が進行し、輸出企業を中心に景気回復の兆しが見られました。

当業界におきましては、雇用や所得環境の改善が見られず消費者の低価格志向が続く中、急激な円安の

影響で原材料価格及び燃料費等の価格が高騰し、厳しい状況で推移いたしました。

このような状況の中で、当社グループは今年度の新商品を中心に売上の拡大を図るとともに、生産ライ

ンの見直しによる製品の歩留り改善や労働時間の短縮等コスト削減に努めてまいりました。また、食肉部

門におきましては、北米産のブランド牛肉・豚肉の拡販に努め食肉部門の売上回復を図ってまいりまし

た。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、ハム・ソーセージ等の食肉加工品等の売上は伸び悩

みましたが、食肉部門は相場の回復や輸入食肉の販売強化を図った結果、売上高は72億32百万円（前年同

期比4.3％増）となりました。

損益面につきましては、人件費等の製造コストの削減に努めましたが、原材料及び包装資材等の価格上

昇及び電力料金や物流費の増加等の要因により営業損失１億３百万円（前年同期１百万円の営業損

失）、経常損失77百万円（前年同期２百万円の経常利益）、四半期純損失１億８百万円（前年同期３百万

円の四半期純損失）の計上となりました。

部門別の概況は次のとおりであります。

食肉加工品部門

食肉加工品部門につきましては、ハム類等既存商品の売上は伸び悩みましたが、生ハムや新商品の拡販

を図ったことによりこの部門の売上高は増加いたしました。この結果、この部門の売上高は28億48百万円

（前年同期比1.9％増）となりました。

惣菜その他加工品部門

惣菜その他加工品部門につきましては、ハンバーグ等既存商品の売上が伸び悩んだため、この部門の売

上高は減少いたしました。この結果、この部門の売上高は10億33百万円（前年同期比3.7％減）となりま

した。
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食肉部門

食肉部門につきましては、食肉一次加工品の売上は伸び悩みましたが、輸入牛肉及び輸入豚肉はブラン

ド商品の拡販に努め売上高は増加しました。国産牛肉・豚肉についても、相場の回復と販売の回復により

増加いたしました。この結果、この部門の売上高は33億27百万円（前年同期比9.3％増）となりました。

その他部門

その他部門につきましては、飲食業を経営する株式会社ワールドフードサービスの店舗を改装により

休業したことから売上高が減少したため、この部門の売上高は23百万円（前年同期比7.4％減）となりま

した。

なお、当第１四半期連結累計期間より事業部門別の区分を変更しており、各事業部門別の比較について

は、変更後の区分に組み替えた数字で比較しております。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ９億19百万円増加し、125億13百万

円となりました。これは主に、現金及び預金、受取手形及び売掛金並びにたな卸資産の増加によるもので

あります。

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ９億84百万円増加し、102億50百万円

となりました。これは主に、買掛金及び短期借入金の増加によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ64百万円減少し、22億62百万円とな

りました。これは主に、四半期純損失の計上により利益剰余金が減少したことによるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は11百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 39,760,000

計 39,760,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,510,00010,510,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は
1,000株であります。

計 10,510,00010,510,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 10,510 ― 1,080,500 ― 685,424

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

　
① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

240,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,267,000
10,267 ―

単元未満株式
普通株式

3,000
― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 10,510,000 ― ―

総株主の議決権 ― 10,267 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
滝沢ハム株式会社

栃木県栃木市泉川町
556番地

240,000 ― 240,000 2.28

計 ― 240,000 ― 240,000 2.28

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,604,919 2,014,903

受取手形及び売掛金 ※
 3,043,343

※
 3,261,262

商品及び製品 1,131,226 1,284,546

仕掛品 162,500 207,110

原材料及び貯蔵品 182,290 230,961

繰延税金資産 53,392 53,392

その他 52,042 32,737

貸倒引当金 △4,914 △4,988

流動資産合計 6,224,799 7,079,926

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,393,551 1,431,981

機械装置及び運搬具（純額） 190,197 180,843

土地 1,842,375 1,840,686

リース資産（純額） 430,784 408,290

その他（純額） 78,790 86,741

有形固定資産合計 3,935,700 3,948,543

無形固定資産 60,788 61,089

投資その他の資産

投資有価証券 1,108,984 1,176,649

繰延税金資産 7,765 7,765

その他 262,033 263,921

貸倒引当金 △6,897 △24,743

投資その他の資産合計 1,371,885 1,423,592

固定資産合計 5,368,373 5,433,225

資産合計 11,593,173 12,513,151
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,753,389 3,319,527

短期借入金 2,877,608 3,198,274

リース債務 121,659 122,831

未払法人税等 20,969 7,761

賞与引当金 82,801 27,220

訴訟損失引当金 37,000 60,000

その他 895,829 1,061,538

流動負債合計 6,789,257 7,797,153

固定負債

長期借入金 1,311,027 1,260,481

リース債務 349,804 324,710

繰延税金負債 58,586 81,763

退職給付引当金 578,682 566,161

役員退職慰労引当金 131,737 2,615

環境対策引当金 10,555 10,555

その他 36,248 207,365

固定負債合計 2,476,641 2,453,652

負債合計 9,265,898 10,250,805

純資産の部

株主資本

資本金 1,080,500 1,080,500

資本剰余金 685,424 685,424

利益剰余金 452,579 344,544

自己株式 △3,975 △3,975

株主資本合計 2,214,528 2,106,493

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 112,746 155,852

その他の包括利益累計額合計 112,746 155,852

純資産合計 2,327,275 2,262,346

負債純資産合計 11,593,173 12,513,151
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 6,938,008 7,232,940

売上原価 5,753,205 6,104,834

売上総利益 1,184,803 1,128,106

販売費及び一般管理費 1,186,794 1,231,448

営業損失（△） △1,991 △103,342

営業外収益

受取利息 22 106

受取配当金 10,900 11,268

補助金収入 347 743

受取賃貸料 5,219 6,794

設備負担金収入 － 8,585

その他 7,300 13,305

営業外収益合計 23,789 40,803

営業外費用

支払利息 16,386 14,793

その他 2,946 －

営業外費用合計 19,332 14,793

経常利益又は経常損失（△） 2,465 △77,332

特別利益

損害賠償金収入 － 1,044

特別利益合計 － 1,044

特別損失

固定資産除却損 1,492 2,012

減損損失 880 1,717

投資有価証券評価損 344 －

訴訟損失引当金繰入額 － 23,000

特別損失合計 2,717 26,730

税金等調整前四半期純損失（△） △251 △103,018

法人税、住民税及び事業税 3,628 5,016

法人税等調整額 3 0

法人税等合計 3,632 5,017

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △3,884 △108,035

四半期純損失（△） △3,884 △108,035
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △3,884 △108,035

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,512 43,105

その他の包括利益合計 △17,512 43,105

四半期包括利益 △21,396 △64,929

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △21,396 △64,929
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【注記事項】

(追加情報)

（役員退職慰労金制度の廃止）

当社は、平成25年６月27日開催の定時株主総会において、経営改革の一環として、役員退職慰労金制度

廃止に伴う打切り支給（支給の時期は各取締役及び監査役の退任時）を決議いたしました。

これに伴い、第１四半期連結会計期間において、当社の「役員退職慰労引当金」130百万円を取崩し、打

切り支給に伴う未払額を固定負債の「その他」に含めて表示しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理して

おります。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 15,877千円 16,088千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 78,593千円 82,904千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 30,809 3.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、食肉加工品・惣菜その他加工品の製造及び販売、食肉の加工及び販売並びにこれに付

随する業務を事業内容としており、これらを統合し食肉及び食肉加工品の製造・販売を単一のセグメン

トとして事業を行っております。そのため、セグメント情報については記載を省略しております。

　

(金融商品関係)

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △0円38銭 △10円52銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(△)　(千円) △3,884 △108,035

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)　(千円) △3,884 △108,035

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,269 10,269

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

平成21年７月２日、当社従業員が出勤途上、乗用車を運転したまま入水、死亡した事故に関し、その従業

員の遺族から平成24年６月27日に損害賠償請求訴訟（仙台地方裁判所　請求額74,235千円）を提起され、

係争中でありましたが、仙台地方裁判所による和解勧告があり、協議の結果、当社から元従業員の遺族に

60,000千円の和解金を支払うことで、平成25年７月25日に和解が成立しました。

なお、当該和解の成立による業績に与える影響を考慮し、訴訟損失引当金60,000千円を計上しておりま

す。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月12日

滝沢ハム株式会社

取締役会  御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　田　　信　　彦    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　浦　　大　　樹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている滝沢
ハム株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、滝沢ハム株式会社及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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